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第 2問 

 

問 1 求める体積𝑉A0〔m3 〕は，シリンダーA内の気体の状態方程式より， 

𝑝𝑉A0＝𝑛A𝑅𝑇 

となるので， 

𝑉A0＝
𝑛A𝑅𝑇

𝑝
〔m3 〕 

となる． 

 

問 2 単原子分子理想気体なので求める内部エネルギー𝑈B0〔J〕とすると 

𝑈B0＝
3

2
𝑛B𝑅𝑇〔J〕 

となる。 

 

問 3 連携したピストンにおける水平方向の力のつり合いを考える。両ピストン

の断面積は同じ𝑆〔m2 〕なので，大気が押す 2 つの力は釣り合っており，さらに

2 つのシリンダー内の気体がピストンを押す力も等しいことから，シリンダー

A，B 内の気体の圧力は等しい．よって求めるシリンダーB 内の気体の圧力

𝑝B1〔Pa〕は， 

𝑝B1＝𝑝＋Δ𝑝𝐴 

となる。 

 

問 4 このときのシリンダーB 内の体積𝑉B1〔m3 〕は， 

𝑝B1𝑉B1＝𝑛B𝑅𝑇 

が成り立つので，問 3 の結果を用いて， 

(𝑝＋Δ𝑝A)𝑉B1＝𝑛B𝑅𝑇 

より， 

𝑉B1＝
𝑛B𝑅𝑇

𝑝＋Δ𝑝A

〔m3 〕 

となる。 

 

問 5 初期状態のシリンダーB 内の気体の体積を𝑉B0〔m3 〕とおくと， 

𝑝𝑉B0＝𝑛B𝑅𝑇  



より 

𝑉B0＝
𝑛B𝑅𝑇

𝑝
 

となる。一方でピストンが移動してもシリンダーA，B の体積の和は変化しな

いので，このときのシリンダーA 内の体積を𝑉A1〔m3 〕と置くと， 

 

𝑉A0 + 𝑉B0 = 𝑉A1 + 𝑉B1・・・・（1） 

が成り立つ。ここでシリンダーA 内の気体の温度を𝑇A1〔K〕とおくと状態方程式

より， 

 

(𝑝＋Δ𝑝A)𝑉A1＝𝑛A𝑅𝑇A1 

よってこれを𝑉A1について解いて， 

𝑉A1＝
𝑛A𝑅𝑇A1

𝑝＋Δ𝑝A

 

問 1 の𝑉A0，問 4 の𝑉𝐵1，上記の𝑉𝐴1，𝑉𝐵0を(1)式に代入すると 

𝑛A𝑅𝑇

𝑝
+

𝑛B𝑅𝑇

𝑝
=

𝑛A𝑅𝑇A1

𝑝＋Δ𝑝A

+
𝑛B𝑅𝑇

𝑝＋Δ𝑝A

 

これを整理して，𝑇A1について解くと 

(𝑛A＋𝑛B)(𝑝＋Δ𝑝A)

𝑛A𝑝
𝑇 −

𝑛B

𝑛A
𝑇 = 𝑇A1 

左辺について整理すると， 

 
𝑛A𝑝＋𝑛B𝑝＋𝑛AΔ𝑝A＋𝑛BΔ𝑝A

𝑛A𝑝
 𝑇 −

𝑛B

𝑛A
𝑇 = （1＋

𝑛B

𝑛A
＋
Δ𝑝A

𝑝
＋

𝑛BΔ𝑝A

𝑛A𝑝
) 𝑇 −

𝑛B

𝑛A
𝑇 

              = {1＋(1＋
𝑛B

𝑛A
)
Δ𝑝A

𝑝
}  𝑇 

なので，𝑇A1 = {1＋(1＋
𝑛B

𝑛A
)
Δ𝑝A

𝑝
}  𝑇〔K〕 

よって，𝑇A1〔K〕は，𝑇〔K〕の 

{1＋(1＋
𝑛B

𝑛A
)
Δ𝑝A

𝑝
}倍 

となる。 












